













調査対象者は、長期入院（1 年以上）した後、退院し施設 B で生活訓練を受け、単身アパートで地域
生活をしている 15 名（男性 10 名、女性 5 名）。平均年齢は 45 歳 8 か月（最年少 31 歳、最年長 68 歳）
で、平均入院期間は 6 年 7 か月（79 ヶ月）入院期間の最短 1 年 1 ヶ月、最長 20 年 3 ヶ月となる。15
名の内 4 名が 10 年以上の入院をしていた。GAF 評価尺度で 30 以下は 15 名中４名であった。30 以下
は精神療養病棟の入院者の重症加算１の病態に該当する。GAF 評価尺度で精神疾患の重症度が高いと
される状態でも、いくつもの医療・福祉サービスを利用することで地域定着が実現していた。 
表 1  インタビューのストーリーライン 
 





希死年慮等   














査対象者の 15 名中 13 名が再入院なく地域で暮らしている。また再入院している場合でも短期入院後、
退院し地域生活にもどっていた。B施設の地域移行の取り組みは、厚生労働省の目標である「2020年ま
でに 39,000 人の社会的入院者の退院」の実現を示唆するモデルとなるのではなかろうか。今後も B 施
設への継続調査から地域定着の支援モデルの開発を目指していきたい。 
＊研究成果については聖隷社会福祉研究第１１号に報告予定。 
すべての医療・福祉サービスが総合支援法の減免措
置等で安価（１割以下）な負担で利用ができる（生
活保護世帯は無料）。 
